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校 区 氏　名 ふりがな 性別 質問希望内容

1 第一 小宮山　愛実 こみやま　まなみ 女 若年層の地元志向の向上について

2 第二 長倉　理子 ながくら　りこ 女

3 第三 森　峯香 もり　みねか 女

4 第四 森田　朔矢 もりた　さくや 男

5 第五 森下　裕太 もりした　ゆうた 男

6 門池 渡邉　颯 わたなべ　そう 男 議長

7 金岡 石原　ちなつ いしはら　ちなつ 女 国際教育の推進について

8 大岡 張替　俐緒 はりがえ　りお 女

9 愛鷹 青木　翔瑛 あおき　しょうえい 男

10 片浜 新井　隆之介 あらい　りゅうのすけ 男

11 今沢 杉本　蒼良 すぎもと　そら 男 沼津駅南口周辺の活性化について

12 静浦 鈴木　太士 すずき　たいし 男

13 原 小田　あすか おだ　あすか 女

14 浮島 伊山　光貴 いやま　こうき 男

15 戸田 山口　櫂 やまぐち　かい 男

16
市立高
中等部

髙田　隼人 たかだ　はやと 男
広報を活用した市民の市政に対する意識
向上について

17
暁秀

中学校
岩邉　希心 いわなべ　こころ 女

18 公募 諏訪部　亜子 すわべ　あこ 女

令和８年(第28回）沼津市二十歳の議会議員名簿

二十歳の一言　テーマ：これからのわたしと沼津
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令和８年（第 28 回）沼津市二十歳の議会 議場出席者名簿 

 

 職    名 氏   名 

１ 市 長 賴重  秀 一 

２ 副市長 𠮷澤 勇一郎 

３ 副市長 村松  毅 彦 

４ 教育長 奥 村  篤 

５ 総務部長 矢田  隆 之 

６ 政策推進部長 山田  晃 良 

７ 財務部長 秋山  幸 宏 

８ 市民福祉部長 瀧口  真 一 

９ 産業振興部長 岡田  卓 治 

10 生活環境部長 佐藤  高 志 

11 都市計画部長 福岡  知 己 

12 沼津駅周辺整備部長 橋本  大 介 

13 建設部長 杉山  泰 彦 

14 水道部長 小林  孝 子 

15 市立病院事務局長 石橋  裕 一 

16 監査委員事務局長 加藤  忠 彦 

17 教育次長 金子  昭 人 

18 危機管理監 沼上  義 文 

19 福祉事務所長 山内  良 太 
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日数 月　日 曜日 開議時刻 区　分 内　　　　容

1 1月11日 日 14時30分 本会議
　開会、会期の決定、一般質問
　二十歳の一言、閉会

令和８年（第28回）沼津市二十歳の議会　会期日程
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      令和８年１月11日(日曜日)　14時30分　開　会

  第１

  第２

  第３

会 期 の 決 定

一 般 質 問

二 十 歳 の 一 言

令和８年(第28回)沼津市二十歳の議会　議事日程(第１日)
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令和８年二十歳の議会 一連番号順  
 

令和８年１月 11 日 

 

順番 氏 名 要     旨 答弁者 

１ 

１番  

小宮山
こ み や ま

 愛
まな

実
み

 
１ 若年層の地元志向の向上について 市長 

２ 

７番 

石原
いしはら

 ちなつ 
１ 国際教育の推進について 教育長 

３ 

16 番 

髙
たか

田
だ

 隼人
は や と

 
１ 広報を活用した市民の市政に対する意識向上について 市長 

４ 

11 番 

 杉本
すぎもと

 蒼
そ

良
ら

 
１ 沼津駅南口周辺の活性化について 市長 
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令和８年（第28回）沼津市二十歳の議会会議録 

 

令和８年１月11日（日曜日）午後２時30分 開会 

於  議  場 

 

○ 会議 

○ 議長（渡邉 颯） 

ただいまから、令和８年第28回沼津市二十歳の議会を開会いたします。 

本日議長を務めます、渡邉 颯と申します。よろしくお願いいたします。 

直ちに本日の会議を開きます。 

この際、諸般の報告をいたします。 

当局から、自己紹介を求められておりますので、二十歳の議会議員への自己紹介を許可いた

します。 

 

○ 当局 

当局出席者が、各自、自己紹介 

 

○ 議長（渡邉 颯） 

以上で諸般の報告を終わります。 

 

 

 

○ 議長（渡邉 颯） 

本日の議事日程は、お手元に配付してございますので、ご了承願います。 

 

○ 議長（渡邉 颯） 

日程に入ります。 

日程第１、会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。 

本二十歳の議会の会期は、お手元に配付してございます日程表のとおり、本日１日限りとい

たしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本二十歳の議会の会期は、本日１日限りと決定いたしました。 
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○ 議長（渡邉 颯） 

次に、日程第２、一般質問を行います。発言の通告がありますので、順次発言を許します。 

 

○ 議長（渡邉 颯） 

１番 小宮山 愛実 議員。 

 

○ １番議員（小宮山 愛実） 

若年層の地元志向の向上について質問いたします。 

現在私は、沼津市内の実家に在住しながら、東京都内の大学に新幹線を利用して通学してお

ります。東京都内に在住するという考えもありましたが、沼津市内に住み続けたいという思い

から、新幹線を利用して通学することを決めました。 

しかし、沼津市では、首都圏への進学を機に地元を離れ、そのまま就職する若者が多いこと

も事実であり、「第五次沼津市総合計画」で参照されている転出入人口のデータを見ても、若年

層では転出が転入を大きく上回っています。 

地域コミュニティや産業の担い手である若年層の定住人口確保は、活気あるまちづくりにお

いて重要な視点であり、昨今多くの自治体が魅力的な施策を打ち出しています。 

私は、静岡市や長泉町が行っている、新幹線を利用し大学等へ通学する学生を対象とした通

学定期券購入費の一部の貸与または補助の取組に関心を持っています。私自身、また同様に地

元から遠方に通学する選択をした友人たちをみても、このような経済的な支援策が、地元志向

を高め、将来沼津に住み、働くという選択のきっかけとなると考えるからです。 

そこで、質問いたします。 

沼津市では、地元に愛着を持ち、将来的にここで暮らし、働きたいと望む若者を増やすため

に、どのような取組を行っているでしょうか。 

現状と、今後についてお聞かせください。 

 

○ 市長（賴重 秀一） 

若年層の地元志向の向上についてお答えします。 

本市では、豊かな地域資源、首都圏に近い地理的条件など、本市ならではの強みや個性を最

大限に活用しながら「ぬまづ暮らし」を広くＰＲし、様々な移住定住施策を積極的に推進して

まいりました。 

その結果、近年では、静岡県発表の移住者数において上位に位置するなど、多くの方が本市

を移住先として選んでおり、人口の転入・転出による増減を表す社会動態はプラスとなってお

ります。ご参考までに、静岡県が公表した令和７年８月中の社会動態増加数は、県内１位とな

っております。 

さらに、毎年６月ごろに実施している市民意識調査のアンケートによると、約８割の方が本

市に愛着を感じ住み続けたいという結果もでております。 

また、若年層の定住人口確保には、地域と関わることで地元に誇りや愛着を持ち、転出して

7



も将来のＵターンにつながるように努めることが重要であると考えております。 

このことから、本市では、高校生による公開ディスカッション「高校生しゃべり場ｉｎぬま

づ」を開催し、自身の意見や考えを地域社会に発信する機会を提供するほか、「民間まちづくり

活動支援事業」において学生がチャレンジできる部門を設けるなど、若い世代の力で沼津を盛

り上げ、まちに活力を与える施策を展開しております。 

また、駅南口の西武百貨店跡地では、飲食等の店舗が入居する拠点施設と、様々なイベント

開催を想定した広場を併せ持つ新たな賑わい拠点を整備し、若い世代を中心とした多くの市民

や来街者が集い、活躍できる場の提供も予定しているところです。 

大学生等への通学支援制度につきましては、小宮山議員のご指摘のとおり、転出対策に一定

の効果があるものと認識しておりますが、本市では、進学等で地元を離れた学生に対しては、

Ｕターン就職を促す取組として、「沼津市就職学生支援金」制度を実施しております。この制度

は東京圏とされる東京都、神奈川県、千葉県及び埼玉県の大学等を卒業した学生の市内への移

住を伴う県内就職を支援するため、県内に所在する企業への就職活動に要した交通費の一部や

本市に移住した際の引越し費用の一部を補助するものであります。 

また、「沼津市奨学金返還支援制度」として、奨学金の貸与を受けていた新卒の大学生等が市

内の中小企業等に就職し、市内に居住した場合、年間最大24万円、最長５年間、最大120万円を

支援する取組も行っております。 

東京圏からＵターンにより就職する大学生等を支援することで、本市への帰郷が促され、若

者の増加、地域の活性化や人材確保も図られるものと考えております。 

今後も、若者の地域活動への参加促進や自然、歴史、文化など魅力ある地域資源を活用し、

故郷である沼津に住みたい、住み続けたいと感じていただけるよう、取り組んでまいります。 

 

○ 議長（渡邉 颯） 

７番 石原 ちなつ 議員。 

 

○ ７番議員（石原 ちなつ） 

国際教育の推進について質問いたします。 

私は現在、大学で国際関係学を専攻しており、その中で地元である沼津市の国際教育の現状

に関心を持つようになりました。 

沼津市では外国人住民への支援として、日本語学習支援や通訳・翻訳支援に取り組む多文化

共生ボランティアの制度などを設け、外国人住民が安心して暮らせる環境づくりに力を入れて

いると伺いました。こうした取組は、多様な人々が共に生活できる地域社会をつくる上で非常

に重要であり、評価すべき点だと感じています。 

一方で、沼津市で育つ子供たちに対する語学教育の充実や、海外交流・留学など国際的な学

習機会の拡充、支援はまだ十分でないように思われます。学生のうちに異文化に触れる経験は、

将来の進路選択や地域への貢献意識を育むうえでも大切です。 

そこで質問いたします。 
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今後さらに国際化が進む中で、沼津市として、若い世代が国際的な視野を広げ、海外での経

験や多様な人々との交流を通じて学ぶことを支援し、またそれを地域に還元できるような人材

を育成するために、どのような教育方針や取組を検討されているでしょうか。 

 

○ 教育長（奥村 篤） 

国際教育の推進についてお答えします。 

本市では、グローバル化が進展する現代社会において、国際社会や異文化を理解するだけで

なく、自らが国際社会の一員として主体的に行動することができる、国際感覚とコミュニケー

ション能力を身につけた人材の育成が重要であると考えています。 

そのため、英語教育の推進に当たっては、体験的な学習や問題解決的な学習などを通して、

物事に柔軟に対処する力や、論理的に表現する能力等を身に付けられる、授業づくりに努めて

いるところです。 

石原議員も小学校・中学校時代に受けられていたと思いますが、本市は、平成18年度から

「言語科」という、沼津市独自の教科を設けております。 

この教科は、「読解の時間」と「英語の時間」で構成され、言語を用いて、積極的に他者と関

わり、自ら高めていこうとする態度や知識を活用し、今まさに言われている将来の予測が困難

で、変化の激しい社会、このような社会にも対応できる資質・能力の育成を目指しております。 

「英語の時間」では、他市に先駆け、小学校１年生から、英語指導の支援教員であるＡＬＴ

を配置していることや、皆さんが卒業したあとになりますが、令和４年度からは、県内では初

めて、すべての中学校でパフォーマンステストを行うなど、英語教育の充実に力を入れており

ます。 

パフォーマンステストは、生徒が、初対面のＡＬＴと１対１で、オンラインにより実施する

リスニングとスピーキングの言語活動で、学年ごと決められたテーマについてＡＬＴとやり取

りを行うものです。 

今年度は、一部の小学校６年生にも、対象を拡げ、今まで以上に、実践的で即興的なやりと

りとなるような課題を設定し、限られた時間の中で、相手の質問に対して、その場で応答する

活動を中心に据えました。生徒が即時に自分の考えを伝え、相手の発言に反応する力を育てる

ことを目指しております。 

また、国際社会を意識した授業として、英語の授業はもとより、日本と世界との関わりを学

ぶ社会科や、他国の人々や文化を尊重し、国際貢献や国際協力の在り方等を学ぶ道徳において

も行っております。 

あわせて、本市では、姉妹都市であるカラマズー市や岳陽市との交流事業や、国際交流フェ

アなどの開催を通じ、海外の多様な人達との交流を実際に肌で感じる機会も創出しております。 

また、令和６年12月には、台湾三大都市である高雄市と観光交流促進に関する協定を締結し

たところです。 

こうした様々な取組を通じて、本市の教育目標である「誇り高い沼津を創造する 貴き志を

持つ人づくり」の実現に向けて取り組むとともに、広い視野に立ち国際感覚を身に付けた、地
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域で活躍できる人材の育成に努めてまいります。 

 

○ 議長（渡邉 颯） 

16番 髙田 隼人 議員。 

 

○ 16番議員（髙田 隼人） 

若者の政治離れが進んでいるという言説をよく耳にします。 

私自身の生活を振り返ってみても、友人たちと政治について話すことはほとんどなく、選挙

の時期でさえ関心をもって調べている人は多くありません。 

市政についてみると、令和５年４月に行われた沼津市議会議員選挙の投票率は39.54%と過去

最低でした。 

私は、国政はもちろん、身近な市政にもっと関心を持つべきだと考えます。そのためには、

分かりやすく、目に触れやすい市政情報の発信を工夫する必要があると考え、２つの提案をし

ます。 

まず、広報ぬまづの市政情報を発信するページのレイアウトを見直すことです。令和５年度

市民意識調査によれば、回答者全体の65.7％が「広報ぬまづ」を通じて市政情報を入手してお

り、その重要性が伺えます。そこで、市政情報を発信するお知らせページについて、より多く

写真を掲載したり、見出しを大きくしたりするなどし、目に留まりやすく・分かりやすい紙面

となるよう工夫してはどうでしょうか。 

次に、情報発信媒体の有効活用です。現在、沼津市はLINE、X、Instagram、Facebook、

YouTube、TikTokのアカウントを運営していますが、それらを効果的に活用して、より積極的に

市政情報を発信すべきだと考えます。 

以上を踏まえて、質問いたします。 

市政情報の発信についての２つの提案について、どのようにお考えでしょうか。また、市民

の市政に対する意識向上を促すための広報政策について、今後の方針がありましたら、合わせ

てお聞かせください。 

 

○ 市長（賴重 秀一） 

広報を活用した市民の市政に対する意識向上についてお答えします。 

はじめに、広報ぬまづのレイアウト見直しについてですが、本市では広報ぬまづを、市政情

報をお知らせする最も基本的で重要な媒体と位置づけております。 

広報ぬまづにつきましては、これまでもユニバーサルデザインに配慮した「ＵＤフォント」

や「ＵＤカラー」を取り入れて、読みやすさの向上を図ってまいりました。また、令和７年４

月からは全号をフルカラー化し、写真や図の使用量を増やすなどビジュアル面を強化し、より

分かりやすい紙面づくりに努めてまいりました。 

髙田議員から、目に留まりやすく、分かりやすい紙面とするようご提案をいただいたところ 

ですが、現在、広報ぬまづのデザインや構成を刷新し、さらに読んで楽しく、親しみがもてる
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企画を盛り込むなど全面リニューアルを計画しております。また、発行回数を月１回にして市

政を深掘りする特集やシリーズ企画など内容を充実させるよう準備を進めております。今年の

４月には新しくなった広報ぬまづをご覧いただけますので、ぜひご期待ください。 

次に、情報発信媒体の有効活用についてですが、本市では各種ＳＮＳをはじめ、エフエムぬ

まづやケーブルテレビの活用のほか、市ホームページと各種媒体の情報を連動させ、より詳細

な情報にアクセスしていただけます。 

各種ＳＮＳによる情報発信には特に力を入れておりますが、それぞれの媒体の特性を活かす

ことが重要であると考えております。このため、即時性の高い情報をお届けする際にはLINEやX

（エックス）、じっくり読んでいただきたい情報はFacebook、本市の魅力を視覚的にお伝えした

いときはInstagramやYouTubeといったように媒体を使い分けております。また、多くの若い世

代に本市に関心を持っていただくきっかけとなるよう令和６年度からTikTokの活用も開始しま

した。引き続き、これらのＳＮＳアカウントを積極的に活用してまいります。 

次に、市民の市政に対する意識向上を促すための広報政策における、今後の方針についてお

答えします。 

市の様々な取組を発信し、皆様に知っていただくことは、市政に対する理解や信頼の醸成、

行政サービスの的確な活用や市政への自発的な参画につながるものであり、広報の果たす役割

は極めて重要であると考えております。 

広報によって市政に対する意識向上を図るためには、市が発信する情報を、関心を持って受

け止めていただくことが何より必要であります。 

このための具体的な取組といたしましては、令和６年度から広報アドバイザーを導入し、市

の情報発信におけるターゲットの分析、効果的な媒体の選択や表現方法などについて助言を受

けるとともに、職員研修を定期的に実施し、より効果的な広報を実践しております。 

今後も、職員一人ひとりの広報に対する意識の向上により、市役所全体の広報力強化に取り

組み、より的確に情報をお届けするとともに、市政への関心と信頼の醸成やまちづくりへの参

画促進を図ってまいります。 

 

○ 議長（渡邉 颯） 

11番 杉本 蒼良 議員。 

 

○ 11番議員（杉本 蒼良） 

沼津駅南口周辺の活性化について、質問させていただきます。 

私は過去に、沼津駅周辺のかつての姿について調べたことがあります。 

富士急百貨店や西武百貨店といった大規模な商業施設が立ち並び、商店街も非常に賑わって

おり、まさに「おまち」と呼ぶにふさわしい場所であったということです。 

現在の沼津駅周辺には、当時の名残が感じられる一方で、百貨店は姿を消し、商店街にもシ

ャッターが目立つようになってしまいました。 

私は、このような状況を打破する鍵は、南口周辺、特に仲見世商店街にあるのではないかと
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考えています。沼津市は見事な活性化を遂げた熱海市にも劣らぬポテンシャルを有していると

強く感じております。 

そこで質問いたします。 

沼津駅南口周辺を活性化させるためには、どのような取組が必要であるとお考えでしょうか。 

 

○ 市長（賴重 秀一） 

沼津駅南口周辺の活性化についてお答えします。 

本市は、首都圏に近接し、広域交通の結節点に位置するなど、恵まれた立地条件を活かし、

戦後早くから商業者の不断の努力により、静岡県東部地域120万人を商圏とする商都として発展

してまいりました。 

昭和29年には本通りに防火建築で全国初のアーケード街がつくられ、昭和32年には西武百貨

店の地方１号店が出店するなど、商店街の整備や大規模店舗の進出が続き、杉本議員のご発言

にもありましたとおり、沼津駅南口周辺は、広域から多くの買い物客が訪れる一大商業拠点と

して、にぎわいに溢れていました。 

しかしながら、ネットショッピングの普及や郊外型店舗の出店、さらにはコロナ禍の影響に

より、まちを訪れる方が減少するなど、時代の流れや買物環境の変化に伴い、沼津駅周辺の商

業の集客力は低下傾向にあり、こうした状況は、まち全体の活力低下の懸念ともなっておりま

す。 

この度、杉本議員から、「沼津駅南口周辺を活性化させるための取組」について、ご質問をい

ただきましたが、本市では活性化に向けて、３つの取組を進めております。 

まず１点目ですが、沼津駅周辺総合整備事業による中心市街地における南北市街地の一体化

と都市機能の向上です。 

本市は恵まれた立地条件にある一方で、鉄道により南北の市街地が分断され、円滑な南北交

通や一体的な開発が阻まれていることが、まちづくりにおける構造的な課題となっております。 

こうした課題を解決するため、本市では、沼津駅周辺総合整備事業として、鉄道高架事業や

土地区画整理事業などの一体的な整備を進めております。昨年９月には、大手町一丁目などを

含む沼津駅南第一地区の土地区画整理事業が完了し、地域の皆さんとともに記念式典を執り行

ったところであり、目に見える形で中心市街地のまちづくりが着実に動き出しています。 

２点目は、沼津駅周辺総合整備事業を契機とした「ヒト中心のまちづくり」です。 

本市では、中心市街地のまちづくりに大きなインパクトを与える沼津駅周辺総合整備事業が、

いよいよ本格的に展開する局面を迎え、これを契機に、駅周辺を「車中心」から、気軽に回遊

して楽しむことのできる「ヒト中心」の魅力ある空間へと再生し、多くの人々がまちを訪れ、

住まい、交流する都市の顔として再構築することを目指しております。 

その中でも、市民の皆さんにまちの変化を段階的にお示しし、鉄道高架後のまちの姿をイメ

ージしていただけるよう、「ヒト中心の公共空間の創出」を取組の柱として、様々な事業を有機

的に結び付けながら推進しているところです。 

具体的には、日常に「人がまちなかで過ごす風景」を定着させ、中心市街地のにぎわいをつ
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くることを目的に、令和４年度から「OPEN NUMAZU」と称し、イーラｄｅ南側道路や商店街など

の公共空間を活用して、市民の皆さんとともに、人々が過ごしたくなる、居心地の良い空間づ

くりに取り組んでまいりました。 

その結果を踏まえ、昨年３月には沼津駅南口交差点の一部地上横断化が実現し、駅からまち

へ人の流れを自然につなげる、新たな歩行者動線が生まれました。 

これにより、まちの回遊性の向上が期待される中、先ほど１番議員にも答弁いたしましたが、

まちの顔ともいうべき沼津駅南口の西武百貨店跡地では、飲食等の店舗が入居する施設と広場

を組み合わせた、新たなにぎわい拠点の整備を12月から行っており、本年秋頃の供用開始を予

定するほか、駅からのアクセスが容易になった中央公園では、さらに魅力的な空間とすべく、

芝生広場やカフェなどの整備に着手し、令和９年４月の供用開始を目指しております。 

３点目は、商業者等との連携によるまちの魅力向上とにぎわいづくりです。 

中心市街地のまちづくりの進展に伴い、新たな人の流れが期待される中、地元商店街におい

ては、この変化を好機と捉え、若手経営者を中心に商業活動への意欲が高まっております。 

本市では、こうした意欲ある事業者の皆さんと連携し、特色ある個店づくりや、まちなかの

にぎわい創出などを推進することで、商店街の個性を高め、人々が歩いてみたくなる、魅力あ

ふれるまちの形成を目指しております。 

具体的には、令和２年度から「リブランディング企画塾」として、個店の商品開発やサービ

スの磨き上げを行い、魅力ある個店の集積を図るとともに、空き店舗のリノベーションなどに

も取り組むことで、エリア全体の価値向上を図っております。 

また、持続的に魅力あふれるまちづくりを進めていくためには、沼津を愛する様々なプレー

ヤーの掘り起こしが必要なことから、こうした取組を通じて、まちづくりの舞台で活躍する人

材の発掘・育成にも力を入れております。 

さらに、にぎわいの創出に向けては、仲見世商店街で行われる七夕まつりや、冬のイルミネ

ーションなどの恒例行事に加え、商店街と「ラブライブ！サンシャイン!!」がコラボレーショ

ンしたスタンプラリーなど、民間の創意工夫による多彩なイベントを支援し、多くの人が集い、

交流するまちづくりを推進しております。 

今後もこうしたハード・ソフト両面からの取組を一層推進し、沼津駅南口周辺の活性化を図

ってまいりますが、真に魅力あるまちづくりの実現には、市民の皆さんの参画が欠かせません。 

本市としても積極的な情報発信に努めるとともに、多様な意見やアイデアを取り入れながら、

まちづくりを進めてまいりたいと考えておりますので、本日お集りの皆さんのように、これか

らの沼津を担う若い世代が、まちづくりのプレーヤーとして活躍してくださることを心から期

待しております。 

 

○ 議長（渡邉 颯） 

以上で一般質問は終了いたしました。 
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○ 議長（渡邉 颯） 

次に、日程第３、二十歳の一言を行います。 

テーマは「これからのわたしと沼津」です。沼津で過ごした私たちが市の現状や取組につい

て感じていること、また、沼津で叶えたい夢や目標について、質問者以外の議員から、発言願

います。 

では、２番議員から順番に発言願います。 

 

○ ２番議員（長倉 理子） 

２番議員の長倉 理子です。 

私は現在、歯科医師になるために日々勉強を重ねています。今日の医療は人手不足が深刻と

なっています。 

そこで私は、人間の感情を読み取ることができるＡＩロボットを医療現場に取り入れること

で、人手不足の解消に繋がるのではないかと考えました。 

沼津市にはＡＩロボットの開発に携わっている企業もあり、テクノロジーの進化に強い市だ

と思います。沼津から、ＡＩロボットと共に進化できる医療を世界に広げていきたいです。 

 

○ ３番議員（森 峯香） 

３番議員の森 峯香です。 

私が沼津の現状に対して感じているのは、空き家や空き店舗が目立つということです。 

沼津市はこうした課題に対し、空き家バンクの活用や相談窓口の開設など、様々な対策をし

ていると「沼津市空家等対策計画」で拝見し、実際に空き家バンクに登録されている物件を確

認しました。 

その上で、現在の登録件数や活動状況を見る限り、市民が能動的に動かなければ活用に繋が

りにくい政策であり、制度の認知状況などからこのままでは現状維持に留まってしまうのでは

ないかと懸念しています。 

そこで、関係部署など様々な機関と連携しながら、市の職員が直接空き家を確認し、所有者

と今後の活用について話し合うなど、市がより積極的に関わり、かつ、一件一件の空き家に焦

点を当てた取組を行うことで、現状から変わる可能性もあるのではと考えました。 

 

○ ４番議員（森田 朔矢） 

４番議員の森田 朔矢です。 

私は沼津のサッカークラブであるアスルクラロ沼津のＪＦＬ降格を通して考えた「これから

のわたしと沼津」について話します。 

私は中学時代までアスルクラロ沼津に所属し、Ｊクラブであったからこその貴重な経験を数

多くさせていただきました。だからこそ、今回の降格という結果をとても悔しく、残念に感じ

ています。    

その一方で、チームを支える環境や地域全体のスポーツを応援する体制の大切さを学びまし
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た。サッカーに限らず、スポーツは人と人とを繋ぎ、まちに活力を与える存在だと考えます。 

だからこそこれからの沼津では、選手やクラブだけでなく、沼津全体を巻き込んだスポーツ

支援をより一層充実させていくことが大切だと感じています。私も成人として、一人の市民と

して、スポーツを応援し、関わり続けることで、沼津の未来を支えていきたいです。 

 

○ ５番議員（森下 裕太） 

５番議員の森下 裕太です。 

これからの私は教育で沼津と関わっていきたいと思っています。 

私は現在、大学で教職課程を履修しています。高校の頃とある先生に出会い、あまり得意で

はなかった国語が一気に得意になった経験から、教師を志すようになりました。 

私は現在、東京の大学で学んでいますが、将来は静岡、沼津に帰ってきて、私が得た知識を

地元に還元し、沼津の子供たちの教育に貢献できる教師になりたいと考えています。 

 

○ ８番議員（張替 俐緒） 

８番議員の張替 俐緒です。 

これからの私は、私を育ててくれた沼津をいつまでも守っていけるような存在になりたいと

考えています。沼津には駿河湾があり、日本一深い湾としても有名です。サクラエビや多様な

深海魚が生息し、観光客で賑わうスポットの一つとなっています。 

沼津を離れた今、この海の持つ魅力を改めて実感しました。海の豊かさを当たり前のものと

思わず、より多くの人に価値を伝えていけるような存在になりたいと考えています。 

 

○ ９番議員（青木 翔瑛） 

９番議員の青木 翔瑛です。 

私が育ってきた愛鷹地区の魅力に、雄大な自然と、日本一深い駿河湾を一望できる景観の良

さがあります。また住まう人々はいつも温かく、活気にあふれています。 

そこで育ってきた私は、この沼津の自然、特に愛鷹地区から見える駿河湾のように、大きく

深い心を持ち、どんな時も揺るがず誰かに安心感と居場所を与えられるような人になりたいと

思います。 

 

○ 18番議員（諏訪部 亜子） 

18番議員の諏訪部 亜子です。 

「これからのわたしと沼津」は、ハートフルな沼津です。 

私は将来、沼津市青少年教育センターの相談員を目指し、大学で心理学と社会学を学んでい

ます。沼津市の自殺者数は年間約40人です。この数字を、皆さんはどのように受け止めるでし

ょうか。自殺は個人の弱さが原因ではなく、追い込まれた末に起こる、防ぐことのできる社会

的な問題です。 

私は、沼津が心の苦難が軽んじられることなく受け止められるまち、成果や効率だけで人を
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評価しないまちであってほしいと思います。 

沼津市では「自分らしいライフスタイルを実現できるまち」や、「笑顔があふれ健康で心豊か

に暮らせるまち」を掲げ、人と人との繋がりを大切にしたまちづくりが進められており、スポ

ーツや文化施設、地域の拠点となる場が整備されています。こうした取組は、市民が生き生き

と暮らすための大切な土台であるからこそ、楽しむためだけでなく、辛さを抱えた人が安心し

て立ち寄れる居場所であるべきです。誰もが弱さや迷いを抱えたままでも生きていける、そん

なハートフルな沼津をつくる側でありたいです。 

 

○ 17番議員（岩邉 希心） 

17番議員の岩邉 希心です。 

私は幼稚園から高校までの15年間を沼津にある学舎で過ごしてきました。 

中でも力を注いできた英語学習は、アメリカ留学という新たな挑戦を通して今まさに実を結

び始めています。 

自分自身の成長に手応えを感じる一方で、常に気を張り詰めた日々を送る中、留学から一時

帰国した際に、青春時代の私の心を何度も宥めてくれた千本浜を散歩し、友人と共に寿太郎み

かんを味わった瞬間、私は一気に高校時代へと引き戻されました。懐かしい風景や味覚は、大

きな安心感とともに必ずそこにあり続ける居場所の存在を実感させてくれました。 

このように、私を唯一無二の温かさでいつでも迎え入れてくれる沼津の存在を、私自身がグ

ローバルな舞台で活躍することによって、より多くの人に伝えていきたいと思います。 

 

○ 15番議員（山口 櫂） 

15番議員の山口 櫂です。 

私は現在、沼津高専で工学を学んでいます。４月よりかねてから希望していた沼津の企業に

就職が決まりました。沼津市は駿河湾をはじめとする自然が豊かなまちです。私はこの心地よ

い場所を離れたくありませんでした。 

一方で、若者の減少や、地域の活力の低下がこれからの課題となっていくと思います。これ

からの私は、技術産業に携わる立場として、沼津市の産業の発展に貢献し、活気あるまちを築

きあげていきたいと思います。 

 

○ 14番議員（伊山 光貴） 

14番議員の伊山 光貴です。 

私は沼津と自分自身の個性について話します。沼津市は南に駿河湾、北に富士山、中央にア

ニメの聖地と他に類を見ない特徴的な環境を有しています。 

昨今、個性を排除して丸まった姿かたちが良いとされていますが、私は高校を卒業して東京

の大学に通い、コンクリートジャングルでたくさんの未来を見てきました。もちろん、近未来

を予見させる街並みは格好良く綺麗で、素晴らしいものでしたが、沼津市の人工的に作ること

ができない自然環境や、それと調和した多様な街並みも素晴らしいと改めて感じました。 
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数十年後、数百年後、沼津市の都市化は進んでいき、より良い街並みになると思いますが、

昔から大切にしてきた個性を抱えたまま成長を続け、胸を張って自慢できる地元になってほし

いと思います。そして私も個性を大切にし、沼津市の自慢になれるような人間になっていきた

いと思います。 

 

○ 13番議員（小田 あすか） 

13番議員の小田 あすかです。 

私は沼津で育ち、今は東京の大学に通っています。沼津を離れて生活する中で、このまちの

良さを以前より強く感じるようになりました。 

便利さや刺激の多い東京と比べ、沼津には千本松原、仲見世商店街、私の出身地区である原

には桜並木などがあります。そこには、人の温かさや心が落ち着く時間があります。 

将来、私が沼津で就職するかどうかは、正直まだ分かりません。しかし、どこで生きること

になったとしても、沼津で育った経験は、私の価値観の土台となっています。これからの私は、

外で得た学びや視点を大切にしながら、沼津との繋がりを持ち続けたいと思います。 

 

○ 12番議員（鈴木 太士） 

12番議員の鈴木 太士です。 

私は全国でも有名なひものについて話します。 

私の家はひもの屋です。かつては近所にも同様の店がたくさんありましたが、ひもの屋や水

産加工業が減少しているのが現状です。 

市民の食卓だけでなく、観光客にも親しまれ、沼津の魅力の一つであるひもの。伝統を守り

ながら新しい形で発信していくことが、これからの沼津の発展に繋がると思います。沼津のひ

ものが受け継がれてきたように私もこのまちへの感謝を忘れず、未来へと歩んでいきます。 

 

○ 10番議員（新井 隆之介） 

10番議員の新井 隆之介です。 

私はこれまで、沼津で数多くの経験をさせていただきました。人との繋がり、自然の豊さ、

そしてこのまちならではの温かさが、私の考え方や行動の土台となっています。 

高校卒業とともに進学のため沼津を離れましたが、地元に帰ってくると、変わらない優しい

空気を感じることができます。それは、これまで沼津で育んだ思い出や繋がりがあるからです。

私はこのまちで出会った友達が好きです。お世話になった先生方や、地域の方々が好きです。

愛情を持って育ててくれた家族が大好きです。 

私はこの優しい沼津の雰囲気を守っていきたいです。そして、これまでのように愛情や勇気

を与えてもらうだけでなく、多くの人を励まし、笑顔を届けられるような人になりたいです。 

これからも沼津で積み重ねた経験と思い出を忘れず、日々努力していきたいと思います。 
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○ 議長（渡邉 颯） 

最後に、議長の私、渡邉 颯から一言発言します。 

今日、二十歳の議員の皆さんの、それぞれの学びや経験に基づく発言を聞き、様々な角度か

ら市政について知ることができました。 

また、本日議長を務めたことは、私にとって、二十歳という人生の節目にふさわしい、貴重

な経験となりました。 

私たちの声で、沼津のまちがよりよく変わっていくことを願っています。 

いつの日かまた、故郷の仲間たちと再会し、今日のように互いの成長を喜びあえるよう、自

分らしく日々を楽しみ、未来へ向かって歩んでいきたいと思います。 

 

○ 議長（渡邉 颯） 

以上で、二十歳の一言は終了いたしました。 

 

 

 

○ 議長（渡邉 颯） 

以上で、本二十歳の議会の日程は終了いたしました。 

 

○ 議長（渡邉 颯） 

ここで市長から発言を求められておりますので、許可いたします。 

 

○ 市長（賴重 秀一） 

本日は二十歳の議会にご出席いただき、誠にありがとうございました。沼津市では、１月４日

に戸田校区で、本日は16校区において、各地区青少年を健やかに育てる会等地域の多くの皆様方

のご尽力により、二十歳の集いが開催されました。皆様方は、昔懐かしい友人の方々や大変お世

話になった恩師の方々、そして様々な活動でお世話になった地域の方々との素晴らしい時間を過

ごされたことと思います。そのような貴重な時間を割いて二十歳の議会にご出席いただきました

こと、改めて心より厚く御礼申し上げます。 

先程、４名の二十歳の議員の皆様からご質問をいただきました。それぞれがこれまでの経験や

学びを踏まえて気がついたことを確固たるエビデンスを元に質問されている姿に本当に感心いた

しました。私事で恐縮ですが、34歳の時に市議会議員に就任し４期ほど務めさせていただきまし

た。初めての一般質問で、この演台に立ったときのことを振り返ると、皆様のように立派な質問

ができただろうかと思います。 

小宮山議員の「若年層の地元志向の向上」について、若い世代の方々は、この地域を担ってい

く非常に重要な存在です。他の答弁の中ではプレーヤーという言葉を申し上げましたが、地域に

おいて様々な活動を展開する方々に認めてもらい、愛される、そんなまちづくりをしっかりと進

めていくことの重要性を、改めて認識いたしました。 
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石原議員の「国際教育の推進」については教育長の方から答弁いたしました。国際化は今始ま

ったことではございませんが、これから更に進展していき、行政はより積極的に多様な人々の交

流を支援する必要があると捉えております。そのような中で、ご指摘いただいたように、教育分

野において国際化の流れを意識した取組を行うことは、生活の拠点によらず、国際社会の中で活

動することとなるこれからの世代にとって、大変重要です。また、国際化を真に進めるには、自

らのルーツやアイデンティティをしっかりと持つ必要があると考えております。今後も、そのよ

うな教育や、人材育成に取り組んで参ります。 

髙田議員の「広報を活用した市民の市政に対する意識向上」について、市民の皆様方の積極的

な市政への参画を達成するための、行政の発信力の重要性についてお話をいただきました。我々

行政も様々な取組を行っていますが、市民の方々、さらには市外の方々に情報が伝わっていなけ

れば、何もしていないのと同じということになってしまいます。現在、全国には1,700以上の自

治体があり、持続可能性が問われているところです。選ばれる自治体となるためには、適なる施

策を適なるタイミングでしっかりと行っていく、また、その情報を関係する市民の皆様方や、企

業に対して確実に伝えることが大変重要であると捉えております。先程ご紹介させていただいた、

様々な広報戦略についてさらにブラッシュアップを重ねながら、より良い情報発信を目指して参

ります。 

杉本議員の「沼津駅南口周辺の活性化」ついて、私は大学で都市計画やまちづくり、建築につ

いて学んでおりましたので、そうした知識を活用しながら、まちづくりを進めているところです。

ご質問の中で「おまち」という言葉が出てきて、大変驚きました。実際、私も北口方面の自宅か

らの南口方面に行く時には「おまちに行く」という言葉を使っていました。沼津市の中心市街地

には百貨店が林立するという時代もありましたが、残念ながら、現在は全て姿を消してしまいま

した。しかし、時代の流れの中で、百貨店だけではなく、様々な形態の商業を多角的に支援し、

それぞれの魅力伸長を図るということにおいては、先ほどもご紹介させていただきましたとおり、

リブランディング企画塾や、リノベーションによるまちづくり等を通じて、エリア価値を高める

取組を行うことも大変重要です。また、市街地再開発事業や沼津駅周辺総合整備事業も進んでお

り、昨今のこうした展開は私ども沼津市にとってのビジネスチャンスであると捉えております。

これを活かし、次の100年に向けた新たなまちづくりを進めて参りたいと思いますので、今後と

も関心を持っていただきたいと思います。 

更に、本日は議長を含む14名の方から、「これからのわたしと沼津」というテーマでお話しい

ただきました。お聞かせいただく中で、皆様が日々真剣に物事を考えておられることが伝わりま

した。本日、後方の傍聴席には市議会議員の皆様にもお越しいただいておりますが、皆様の姿を

見て同様に感心されたのではないかと思います。私自身、過去に議員という立場で議席に座って

いた際、皆様のようにしっかりと自分の思いを伝えることができただろうかと深く反省している

ところです。 

長倉議員からは歯科医を目指す中で感じたＡＩ技術に対する希望についてお話しいただきまし

た。これから先、ＡＩやビッグデータなどのＩＣＴ技術を活用した取組をまちづくりにおいても

進めることが大変重要であると考えております。沼津市でもしっかりと行って参りたいと思いま
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す。 

森議員からは空き家バンクについてお話しいただきました。私も空家等対策協議会の役員をし

ておりますが、この問題はこれからのまちづくりにおいて非常に大きなテーマですよね。着実に

解決するために、ご指摘いただいたとおり市の職員自ら現場に赴き、関係の方々と連携しながら

活用方法を探っていく取組も行いたいと考えているところです。 

森田議員はアスルクラロ沼津に所属されていたということです。ＪＦＬ降格は残念ではござい

ますが、現在沼津市ではスポーツを活用したまちづくりを積極的に行っております。森田議員を

はじめ若い世代の皆様方にこうした施策に関心を寄せていただき、更に共に沼津のスポーツを盛

り上げていこうというお話をいただけたこと、大変嬉しく思います。今後ともぜひよろしくお願

い申し上げます。 

森下議員は将来本市の教育に関わりたいということです。素晴らしい先生との出会いが自分の

進路を決めたというようなお話もありました。沼津市は江原素六先生をはじめとした先人たちに

より、教育を重んじる気風が根付いているところでございます。教育長からもお話しいたしまし

たように、「誇り高い沼津を創造する 貴き志を持つ人づくり」にはこの理念を共有し教育に携

わっていただく方々の存在が非常に重要ですので、ぜひともお力添え賜りたいと思います。 

張替議員は自然についてお話しくださいました。確かに自然環境において、沼津市は他の地域

に自慢できるくらい恵まれています。それらをコンテンツと捉えしっかりと活用していくことが、

これからの沼津にとって大切であると考えております。 

青木議員も生まれ育った愛鷹地区の環境、さらにその中で育まれた自らの精神についてお話し

くださいました。地域住民の皆様方の優しさを受けて自らがあるということですが、自然環境だ

けではなくやはりそこに住む人の気質が優しく温厚であることも沼津市の魅力であり、積極的に

ＰＲしていきたいと考えております。 

諏訪部議員からはハートフルな沼津をつくる側でありたいというお話をいただきました。私も

傾聴ボランティアをさせていただいており、自殺者対策は大変重要な課題であると捉えておりま

す。地域の皆様方のご理解ご協力をいただきながら、人と人とが支え合い、誰もが自分らしく生

きることができる環境づくりをこれからも進めて参りたいと考えております。 

岩邉議員は海外留学のご経験があるということで、日本はもとより留学先の様々な伝統文化に

触れ、学んでこられたのだろうと思います。先ほどの答弁にもありましたが、言語を活用すると

いうことは国際化が進む中で極めて重要です。多様な経験から培った価値観を通じて沼津の素晴

らしさを再認識されたというお話もありましたが、今後様々な分野で沼津の良さを発信していた

だければ大変ありがたいです。 

山口議員は本市の重要な高等教育機関である沼津高専で学ばれ、さらに市内の企業に就職が決

定されたということです。今後、技術に係るスキルを活用しながら本市の産業の発展にご尽力い

ただけること、大変心強く思います。 

伊山議員には多様な自然や沼津を舞台としたアニメのことにも触れながら、本市の環境の豊か

さについてお話しいただきました。ご指摘いただいたように、お金を出せば作れる環境もありま

すが、沼津市にある、特に自然は人工的に再現しえないものです。これらの優れたコンテンツを
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更に磨きをかけて発信することは、地域の魅力発信、ひいては産業の発展にも繋がると捉えてお

りますので、しっかりと取り組んで参りたいと思います。 

小田議員にも沼津の自然や自らを育て上げた人と人との繋がりに根差した温かな環境を大切に

していきたいとお話しいただきました。今後の生活拠点について様々考えておられるとのことで

したが、どんな状況にあっても沼津との繋がりを大切にしていきたいとのこと、大変ありがたく

思います。 

鈴木議員からはひものについてお話をいただきました。沼津のひものシェア率は非常に高く、

古くは江戸時代からこの地域の名産品として有名でした。ご指摘いただいたように、水産業、水

産加工業はなかなか厳しい状況でございます。しかし、沼津市とひもの、それに係る産業との繋

がりは切っても切れません。関係者の皆様方と多方面での連携を着実に深めながら、大切な「ぬ

まづの宝」であるひものが産業として成長できるよう努めて参る所存です。 

新井議員からは「優しい沼津の雰囲気を守っていきたい」という本当に素晴らしい言葉をいた

だきました。沼津は雪が降ることも少なく、一年を通じて非常に温暖な気候ですよね。人も環境

によって育てられると考えれば、この地域には穏やかな雰囲気の方々がお住まいであります。環

境と人の気質とが相まって、沼津には優しい空気が流れているのだろうと思います。沼津を訪れ

た多くの方が、心が和む、落ち着くとおっしゃることからも、沼津の大切な魅力であると捉えて

おりますので、これからも大切にしていきたいと考えております。 

最後になりましたが、渡邉議長、本日は誠にありがとうございました。私も49歳の時に議長を

務めさせていただきましたが、初めて議長席に座ったとき、大変緊張いたしました。少し見える

景色が違いますよね。その中でも非常に落ち着いて議事運営を行い、最後の結びの言葉も立派に

述べられ、大変感心いたしました。 

さて、本日二十歳の議会に臨むに際して、皆様方それぞれ、スーツや振袖といった正装に身を

包まれていますが、いかがでしたか。傍聴席には、皆様の晴れ姿を楽しみにされていた多くのご

家族、そしてご関係の皆様方にもお集まりいただいております。二十歳を迎える皆様方、更には

その成長を一生懸命支えてこられた皆様方こそ、まさに「ぬまづの宝」です。 

沼津市は全国で89番目に市制を施行した、大変歴史あるまちです。令和５年に市制100周年を

迎え、令和８年は103年目となります。様々な事業を展開し、次の100年に向けて強力に一歩を踏

み出すと答弁でも申し上げたところでございますが、そのためには我々行政だけではなく、市民

の皆様、沼津市を愛する多くのご関係の皆様方との連携、そして特に、沼津で育ち、この温かな

環境の中で育んだ精神を持たれている皆様方のような存在が極めて重要です。どうかこれからも

それぞれの立場で沼津市の発展のためにお力添え賜りたくお願い申し上げます。我々も皆様のご

期待に応えられるよう、行政としての責務を果たして参る所存です。 

結びにあたりまして、本日ご参加されました議員の皆様方が、今後益々ご健勝にてご活躍され

ますことを、そしてそれぞれの立場で大きく飛躍されますことを心からお祈り申し上げ、結びの

挨拶に代えさせていただきます。 

本日は誠にありがとうございました。 
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○ 議長（渡邉 颯） 

これをもって、令和８年第28回沼津市二十歳の議会を閉会いたします。 

ご苦労さまでした。 
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